
 

この４年間しっかり活動しました  

４期目の任期も間もなく終わろうとしています。 

この４年間も、しっかりと活動させていただきま

した。支持者の皆様一人ひとりのお陰と感謝申し

上げます。 

年４回の定例議会では、総括質疑・一般質問

等、必要と思われるものは全てこなしました。いず

れも、単なる質問ではなく提案型の質問に努めて

参りました。また、予算特別委員会や決算特別委

員会においても、発言のみならず討論を積極的

に行いました。 

 また、総務教育常任委員会委員長として各定例

議会毎に活動させていただいております。今年の

６月定例会では、特に契約の競争性と透明性を

確保するよう６点の要望や意見などを委員長報告

として提出致しました。 

今後も、私の議会活動を皆様に知っていただく

ため、『かまた礼二の議会だより』の発行、そして 
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で活動を発信し、それを基に皆様から頂いたご意

見やご要望を市当局へ一般質問を通して要望し

て参ります。 

５期目につきましても、市民の目線で皆様のご

期待に沿うよう誠心誠意頑張りますので、更なる

ご支援よろしくお願い致します。 

 

市長へ要望書提出  

◎令和５年１月３０日、ダブル田議員（鎌田礼二・

志子田吉晃）として、「安全安心な町づくり」や

「住み良い町づくり」に関して、佐藤光樹市長

へ要望書を提出致しました。 

◎令和５年２月２１日、公明党市議団と自民党市

議団合同で燃油高騰等に対する緊急要望を

佐藤光樹市長へ提出致しました。 

 

第１７回 かまた礼二の議会報告会開催  

令和４年１１月２３日に『第１７回かまた礼二の議

会報告会』を、開催しました。一年間の議会活動

の結果や今後の活動予定等を報告させていただ

き、その後、集まって頂いた皆さんと懇親を深める

ことが出来ました。ご参加下さいました皆さん、あ

りがとうございました。 

鎌田礼二のここ１年間の活動（一般質問）  

名称は「一般質問」ですが、内容は質問を基に

より良い塩竈を目指し、提案型の質問に徹してい

ます。私の主な主張は以下のとおりです。 

 

◎２０２２年９月での一般質問 

①私道整備について 

過日、玉川３丁目の方から私道について相

談があり、土木課と水道部の皆さんに現状を見

ていただきました。 結論から言いますと、問題

が多く、なかなか進みそうにありません。 

 塩竈市内には、こういった私道が多数あり、塩

竈市民人口の増加の障害になっていると考え

ています。 

この現状を職員の皆さん、同僚議員の皆さ

ん、そして塩竈市民の皆さんに知っていただき

たいという思いで、一般質問に取りあげました。 

この道路は、水道管や下水管も入り、両サイ

ドが市道と市の管理道路であり、現に隣接する

地域の人達の通り道にもなっている。また、税

法上公道扱いなので非課税となっている。この

現状をみれば当然、市の管理道路とすべきと

考える。また、所有者移転の促進の観点から道

路所有者への課税はできないか。 

現実にこの道路を市の管理道路にするには、

多額の経費が必要で、この道路沿いの住民で

の負担額は、かなりの高額となる。解決策として

また、私道整備事業の促進として、「市道認定

規定の緩和」、「私道整備の補助率のアップ」

をお願いしたい。 

 

◎２０２２年１２月での一般質問 

①浦戸について 

震災以降、島内人口減少が大きいと認識し



ているが現状と年齢構成はどうか。 

また、現在、島民以外の人が新たに移住す

ることは出来ない。これを打破するには、①「景

勝松島」等の法を変える。②架橋またはトンネ

ル（宮戸・寒風沢間）ではないのか。 

②北朝鮮の核の脅威について 

今年は、北朝鮮のミサイル発射数が飛び抜

けて多い。このミサイルが核爆弾の場合、核で

なくても原子力発電所が狙われた場合は、核

攻撃を受けた場合と同じである。今年、ロシア

がウクライナへ侵攻しており、ロシアの東の隣国

は日本で北方領土の次は北海道ではないか。

また、台湾と中国の状況を考えると中国の尖閣

諸島・与那国島を占領し、台湾へ侵攻すること

も考えられる。 

今後、市役所や市立病院の建設時に避難

所や公共施設を兼ねた地下シェルターを作る

べきである。そして地下だけではなく、役所裏

の防空壕の活用を考えてはどうか。 

また、爆心地以外で有効な核物質等の有害

物質から身を守る「テント型のシェルター」購入

に補助を行う等の施策も良いのでは。 

 

◎２０２３年２月での一般質問 

①市民人口増加策ついて 

塩竈市の合計特殊出生率は、1.25 と低く塩

竈市の人口は減り続けており、人口増加策に

ついては、毎回一般質問でとりあげている。 

その対策として私は 、他市町村に無い、飛

び抜けた施策が複数必要である。 

まず、私道の整備の遅れは人口増加の障害

になっている。整備の補助を 3/4 から 4/5 にア

ップすべきである。また、整備費の負担分を低

利で融資すべきである。 

  次に防犯カメラは、犯罪抑止に効果が高く、

安心安全なまちづくりに貢献できるものと思う。

市内各町内会へ防犯カメラの設置に補助すべ

きである。また、各家庭へデーター提供を条件

に防犯カメラ設置助成を行ってはどうか。 

 次に核シェルター設置ですが、ロシアの東の

隣国は日本です。過日の新聞報道に庁舎・市

立病院の老朽化立替の報道があったが、建て

替えの際は地下に核シェルターを設置すべき

である。その際は、普段は劇場や大講堂として

利用できる避難施設にしてはどうか。また、12

月定例会で質問したテント型シェルターについ

て全国に対し人口増加策としてかなりの効果が

あると思うが、再度検討願いたい。 

 次に、魅力ある街づくりに貢献できる勝画楼と

その台座を活用すべきと思うが、現在の状況は

どうなっているか。 

 次に、武道館や正規の野球場が無い等、塩

竈市の体育説が貧弱である。元気なお年寄り

づくりに必要な施設である。 

 最後に、伊保石公園の再整備ですが、時間

がかかり過ぎ、方向転換し、整備を条件に民間

に委託すべきである。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稽古日 ： 毎週火・木 18：30～21：00（年少 20:00 まで） 

            土  13:30～16：00(年少 15：00 まで) 

連絡先 ： 090-8921-3783 鎌田礼二 

 

まずは気軽に、見学・体験からどうぞ。 

幼児から高齢者まで楽しく稽古 少林寺拳法塩竈   検索 


